
一般質問　　一般質問　　特集：公共施設の現在を問う特集：公共施設の現在を問う
徳丸 初美徳丸 初美
上・下赤坂城跡と棚田駐車場にトイレの設置を上・下赤坂城跡と棚田駐車場にトイレの設置を
災害時の避難所の備品の拡充を災害時の避難所の備品の拡充を

藤浦　稔藤浦　稔
公共施設の老朽化対策は公共施設の老朽化対策は
中学校付近急カーブの改良工事の進捗状況は中学校付近急カーブの改良工事の進捗状況は
　　　　
服部 幸令服部 幸令
物価高騰による生活支援は物価高騰による生活支援は
食料品の値上げによる給食への影響は食料品の値上げによる給食への影響は
遊休農地への対策を遊休農地への対策を

平田 常信平田 常信
聞くだけスクールカウンセラー問題視　聞くだけスクールカウンセラー問題視　

井上 浩一井上 浩一
富田林高等学校分校跡地の利活用は富田林高等学校分校跡地の利活用は
村内新規事業者への対応を村内新規事業者への対応を
子宮頸がんワクチンの積極的勧奨について子宮頸がんワクチンの積極的勧奨について

田村　陽田村　陽
属人化からの脱却を属人化からの脱却を
阿武町 4630 万円誤振込問題について阿武町 4630 万円誤振込問題について
今後の小学校のあり方は今後の小学校のあり方は
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６
月
定
例
会　
議
決
結
果

６月定例会　議決結果
○全会一致で報告・承認・可決された案件

一般会計予算繰越明許費繰越
計算書の報告

令和３年度から令和４年度に繰り越した事業についての計算書に関する
報告。

専決処分（税条例等の一部改
正）の承認

地方税法等の改正に伴い、村税条例の一部を改正したこと等についての
専決処分に対する承認。

専決処分（税特別措置条例の
一部改正）の承認

地方活力向上地域等特定業務施設整備計画の認定事業者に対する制度改
正に伴い税特別措置条例の改正についての専決処分に対する承認。

専決処分（令和３年度補正予
算 16 号）の承認

新庁舎建設工事に関する債務負担行為補正についての専決処分に対する
承認。

専決処分（令和４年度補正予
算１号）の承認

新型コロナウイルスワクチン接種事業・参議院選挙に関する補正を専決
にて行ったことに対する承認（829 万 8 千円の増）。

議会政務活動費に関する条例
改正 議会政務活動費の収支報告書から押印に関する規定を削除。

事務分掌条例の改正
部（村政戦略部、総務部、健康福祉部、産業建設部の４部）を設置し、
部を統括する職制として部長を配置する。

手数料条例の改正 都市計画法施行規則の改正にともない、村条例の改正を行うもの。

体育施設設置条例の改正 野外活動センター（多目的広場）を廃止に伴い、条例から規定等を削除。

専決処分（令和４年度補正予
算２号）の承認

参議院選挙に関し増額補正を専決にて行ったことに対する承認（14 万 1
千円の増）。

一般会計補正予算（３号）
新庁舎建設工事費やキャッシュレス決済ポイント還元等による補正
（１億 3667 万１千円の増）。

下水道事業特別会計補正予算
（１号）

下水道事業法適化についての事務負担増に伴う増額補正（206 万６千円
の増）。

後期高齢者医療に関する条例
改正

大阪府後期高齢者医療広域連合の条例改正に伴い、村条例を改正するも
の。

一般会計補正予算（４号）
住民税非課税世帯等臨時特別給付金・子育て世帯生活支援特別給付金に
ついての増額補正（764 万８千円の増）。

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む
土砂をあらゆる埋め立てに使
用しないよう求める意見書

沖縄戦戦没者の遺骨が混入した土砂をあらゆる埋め立てに使用しないこ
と、政府が主体となって戦没者の遺骨収集を急ぐことを求める決議。
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議
長
コ
ラ
ム
・
全
員
協
議
会
・
今
月
の
表
紙

　

本
村
と
和
歌
山
県
田
辺
市
（
旧
中

辺
路
町
）
は
、
昭
和
57
年
に
姉
妹
都

市
提
携
を
結
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
は
、
南
北
朝
の
争
乱
期
、
楠

木
正
成
公
が
千
早
籠
城
の
際
に
中
辺

路
町
の
野
長
瀬
兄
弟
が
兵
糧
を
送
っ

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
ご
縁
で
結
ば

れ
た
も
の
だ
。
当
時
は
、
村
か
ら
も

中
辺
路
町
か
ら
も
往
来
が
あ
り
、
住

民
間
で
も
交
流
が
あ
っ
た
。
平
成
6

年
に
は
村
か
ら
中
辺
路
町
ま
で
歩
い

て
訪
問
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
村
民
も
参
加
し
た
。
中
辺
路

町
は
平
成
17
年
に
近
隣
の
５
市
町
村

と
合
併
し
て
田
辺
市
と
な
り
、
以
来
、

楠
公
祭
に
は
田
辺
市
か
ら
毎
年
欠
か

さ
ず
参
列
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
、
こ
こ
２
・
３
年
は
参
列
を
見
送

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
折
、
今
年
度
、
姉
妹

都
市
提
携
か
ら
40
年
を
迎
え
た
。
コ

ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
再
び
活
発
な
交

流
の
機
会
に
是
非
し
た
い
も
の
だ
。

ま
た
、
村
は
姉
妹
都
市
提
携
だ
け
で

は
な
く
、
民
間
企
業
や
大
学
と
も
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
民
間
企
業

と
は
、
災
害
時
で
の
物
資
供
給
や
搬

送
、
緊
急
避
難
場
所
の
提
供
な
ど
を
、

ま
た
、
大
学
と
は
、
観
光
や
教
育
の

分
野
な
ど
、
そ
の
内
容
は
様
々
だ
。

連
携
協
定
を
締
結
し
た
際
は
、
報
道

提
供
を
行
う
な
ど
、
外
部
に
発
信
さ

れ
、
公
民
連
携
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
今
年
も
昨
年
に
引

き
続
き
、
台
湾
当
局
よ
り
果
物
な
ど

の
提
供
が
あ
り
、
贈
呈
式
で
は
、
台

湾
と
村
中
学
生
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

村
長
、
教
育
長
を
中
心
に
熱
心
に
懇

談
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
種
の
交
流
や
連

携
の
輪
が
広
ま
っ
て
は
い
る
が
、
少

し
残
念
な
の
は
、
公
民
連
携
協
定
が

締
結
さ
れ
た
後
の
具
体
的
な
活
動
内

容
が
伝
わ
っ
て
来
な
い
こ
と
だ
。
た

し
か
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
積
極
的
な
活

動
を
阻
む
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
何
も
で
き
な
い
」

と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
て
、
今
で
き
る
こ
と
を

行
い
、
そ
の
小
さ
な
芽
を
将
来
に
向

け
て
膨
ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　

今
後
の
交
流
・
連
携
活
動
に
対
し

て
村
長
の
手
腕
に
大
き
く
期
待
す
る

と
と
も
に
、
議
会
と
し
て
も
、
で
き

る
限
り
の
努
力
を
し
た
い
。

表紙写真
大募集�

千早赤阪村議会だよりの表紙を飾っていただける
お子様の写真を募集しています。

【募集内容】
０歳から小学生程度のお子様の写真（複数人でもかまいません）
【応募方法】
写真掲載ご希望の方は千早赤阪村議会事務局までお電話または村ホーム
ページ（村議会）にてご連絡ください。
議会事務局　☎ 0721-26-7168　

今月の表紙
　森屋　東野　未來　ちゃん

（ひがしのみらい）

1ヶ月

父　敦さん　　　母　友紀さん

　うまれてきてくれてありがとう

   兄弟仲良く育ってね。

全
員
協
議
会

【
令
和
４
年
６
月
10
日
】

案
件

１
．�

監
査
結
果
報
告
の
提
出
に
つ

い
て

・�

監
査
対
象
課
：
秘
書
課
・
住
民
課
・

観
光
産
業
振
興
課

・�

監
査
の
結
果
：
概
ね
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
部
に
検
討

ま
た
は
改
善
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

た
。

２
．�

千
早
赤
阪
村
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
主
な
変
更
点

①�

地
域
の
持
続
的
発
展
の
基
本
方
針

の
変
更

　

・�

持
続
的
発
展
の
基
本
方
針
を
第

４
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画
か

ら
第
５
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計

画
に
変
更
。

②�

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
の
た
め
の

基
本
政
策
及
び
事
業
計
画

　

・�

目
標
及
び
事
業
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
、
第
５
次
総
合
計
画
と

の
整
合
を
図
る
。

③�

令
和
４
年
度
新
規
事
業
を
過
疎
計

画
本
文
及
び
事
業
計
画
へ
追
加

　

・�

地
域
活
性
化
・
交
流
拠
点
整
備

事
業
、
営
農
促
進
事
業
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
栽
培
促
進
事
業
、
路

線
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
、
備
蓄
倉
庫
等
の
整

備
事
業

議
長
コ
ラ
ム

議
長
コ
ラ
ム

村
議
会
議
長

千
福
清
英
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公
共
施
設
の
現
在
を
問
う

村
は
今
後
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

公
共
施
設
の
現
在
を
問
う

集
特はじめに

本年４月に発行された千早赤阪村公共施設等総合管理計画では、今後 35 年間で
実に 111.4 億円もの費用が必要との試算が出ています。年間予算 30 億円程度の
本村にとっては非常に大きな金額です。今回の特集では、村の将来を左右する
公共施設の現状についてご報告させていただきます。

村立中学校玄関

赤阪小学校

新
築
に
は
多
額
の
費
用
が

　

公
共
施
設
の
建
替
は
60
年
を
目
処
と
し
て
い
ま
す
が
、
村

立
中
学
校
は
す
で
に
65
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
長
寿
命
化

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
来
検
討
が
迫
ら
れ
ま
す
。

　

中
学
校
の
問
題
は
立
地
で
す
。

　

村
立
中
学
校
敷
地
は
史
跡
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在

地
で
建
替
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
中
学
校
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
別
の
場
所
に
新
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

統
合
か
、
そ
れ
と
も
２
校
維
持
か

　

赤
阪
小
学
校
も
建
築
か
ら
62
年
を
超
え
、
近
い
将
来
建

替
か
、新
設
か
検
討
が
迫
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
が「
千
早
小
吹
台
小
学
校
と
の
合
併
問
題
」で
す
。

　

現
在
の
予
定
で
は
、
令
和
７
年
か
ら
合
併
に
つ
い
て
の

議
論
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
村
の
財
政
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、な
に
よ
り
「
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
選
択
が
ベ
ス
ト
な
の
か
」

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
す
の
き
ホ
ー
ル
は
年
間

１
千
万
円
の

　

現
在
の
公
共
施
設
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後

35
年
間
で
約
１
１
１
．
４
億

円
必
要
と
の
試
算
が
出
て
い

ま
す
。

　

資
金
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
施
設
の

支
出
を
い
か
に
減
ら
し
、
収

入
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く

か
を
考
え
て
い
く
必
要
も
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
く
す
の
き

ホ
ー
ル
の
年
間
経
費
は

１
２
０
０
万
円
を
超
え
ま
す

が
、
収
入
は
わ
ず
か
20
万
円

ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
千
万
円
以
上
の
赤
字
を

毎
年
生
み
出
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

使
わ
れ
な
い
施
設
を
維
持

し
て
い
く
ほ
ど
も
っ
た
い
な

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

村
民
の
み
な
さ
ん
に
も
ぜ

ひ
積
極
的
に
施
設
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

赤
字

建築年度 1960年

62 年経過

建築年度 1957年

65 年経過

■ 村立中学校❶

■ 赤阪小学校❷
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公
共
施
設
の
現
在
を
問
う

改
修
工
事
を
計
画

　

小
吹
台
低
区
中
継
ポ
ン
プ
場
は
、
小
吹
台

地
区
東
側
の
汚
水
を
千
早
小
吹
台
小
学
校
付

近
ま
で
押
し
上
げ
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
た
め
、
数
年
内
に

経
路
の
変
更
ま
で
含
め
た
大
規
模
な
改
修
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

20
年
程
度
は
使
用
可
能

　

赤
阪
小
学
校
よ
り
は
新
し
く
、
こ
の
先
20

年
程
度
は
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
統
合
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
く
際
に
も
、
長
期
的
な
校
舎
の
利
用

計
画
と
い
う
観
点
も
意
識
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

外
壁
の
老
朽
化
が
進
む

　

千
早
地
区
の
寒
暖
差
が
影
響
し
て
い

る
の
か
、
外
壁
や
屋
根
な
ど
の
老
朽
化

は
築
年
数
以
上
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

雨
漏
り
対
策
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
規
模
な
修
繕

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

建築年度 1974年 60 年経過

建築年度 1977年 48 年経過

建築年度 1977年 45 年経過

建築年度 1977年 建築年度 1985年建築年度 1978年

小吹台連絡所
消防団屯所 いきいきサロンやまゆり 郷土資料館

■ 建替を予定している施設
施設名 建築年度

村立中学校 1957
赤阪小学校 1960
役場庁舎 1962
小吹台低区中継ポンプ場 1974
千早小吹台小学校 1977
千早診療所 1977
小吹台連絡所 1977
小吹台消防分団屯所 1977
いきいきサロンやまゆり 1978
郷土資料館 1985
くすのきホール 1992
学校給食センター 1992
B&G海洋センター 1993
保健センター 1996
国民健康保険診療所 1996
げんきこども園 1999
消防分署 1999
いきいきサロンくすのき 2002
道の駅トイレ 2016

■ 廃止を予定している施設
施設名 建築年度

倉庫（防災倉庫等） 1962

金剛山ロープウェイ 1965

旧千早小学校 1966

旧自然休養村
　管理センター 1975

村民運動場管理棟 1985

野外活動センター 1988

いきいきサロンくすのき
　屋外便所 1992

農産物直売所 1994

道の駅ちはやあかさか
　休憩所 1995

千早山の家 1999

農村公園休憩施設 2004

金剛山待避小屋 2010

■ 小吹台低区中継ポンプ場❸

■ 千早小吹台小学校❹

■ 千早診療所❺

❻ ❼ ❽
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
観
光
客
が
近
く
に
ト
イ

レ
が
な
い
た
め
、
消
防
署
や

近
く
の
民
家
に
駆
け
込
ん
だ

と
い
う
事
例
も
あ
る
。
棚
田

や
史
跡
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
上
赤
坂
城
跡
、

下
赤
坂
城
跡
と
棚
田
駐
車
場

の
３
カ
所
に
ト
イ
レ
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

　

設
置
箇
所
周
辺
は
史
跡

で
あ
り
、
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
も
必
要
が
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ト
イ
レ
の
設
置
は
必
要

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
周

辺
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
。
村
の
観
光
事
業
と
し

て
、
こ
の
３
カ
所
の
施
設
を

含
め
、
ど
ん
な
位
置
づ
け
で

ど
う
活
用
す
る
の
か
と
い
う

根
本
的
な
と
こ
ろ
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

村
の
観
光
事
業
に
つ
い

て
は
、
楠
公
誕
生
地
周
辺
を

核
と
し
た
地
域
活
性
化
・
交

流
拠
点
整
備
検
討
支
援
業
務

委
託
事
業
に
お
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　

村
内
・
村
外
の
方
に

良
い
意
味
で
変
化
を
示
す
こ

と
が
で
き
、
観
光
客
の
増
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
。災

害
時
の
避
難
所
の

備
品
の
拡
充
を

　
洪
水
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
、
住

民
の
命
を
守
る
た
め
力
を
入

れ
て
き
た
が
、
災
害
時
の
避

難
所
は
何
カ
所
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
避
難
所
の
備
品
は
ど

ん
な
も
の
が
配
備
さ
れ
て
い

る
の
か
、
食
料
等
の
備
蓄
は

各
避
難
所
に
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　

避
難
所
は
、
村
が
管
理

す
る
指
定
避
難
所
と
地
区
避

難
所
が
あ
る
。
指
定
避
難
所

は
く
す
の
き
ホ
ー
ル
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
各
小
学
校
体
育

館
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す

の
き
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
６

カ
所
。
地
区
避
難
所
は
森

屋
、
二
河
原
邊
、
下
東
阪
、

小
吹
、
千
早
老
人
憩
い
の
家

の
５
カ
所
。
村
が
管
理
し
て

い
る
備
品
。
組
み
立
て
ト
イ

レ
、
簡
易
ベ
ッ
ド
・
マ
ッ
ト

及
び
毛
布
等
。
食
料
は
ア
ル

フ
ァ
化
米
、
乾
パ
ン
、
ビ
ス

コ
等
、
指
定
避
難
所
の
く
す

の
き
ホ
ー
ル
に
３
１
０
食
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
２
１
０
食

を
備
蓄
。
小
吹
台
連
絡
所
に

３
６
０
食
、
地
区
避
難
所
の

千
早
診
療
所
に
３
６
０
食
、

役
場
倉
庫
に
２
７
５
０
食
を

用
意
し
て
い
る
。

　

各
避
難
所
の
保
管
ス

ペ
ー
ス
に
は
容
量
の
制
約
も

あ
り
備
蓄
す
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
も
分
か
る
。
避
難
想

定
人
数
分
を
備
蓄
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。

　

指
定
避
難
所
の
倉
庫
の

多
く
は
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が

な
い
。
新
た
に
備
蓄
倉
庫
を

設
置
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
資
材
の
ほ
か
、
食
料

の
備
蓄
量
も
増
や
し
て
い

く
。

　
避
難
所
用
の
食
料
と
し

て
、
色
々
な
世
代
に
合
う
よ

う
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

方
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
賞
味
期
限
切
れ
に
よ
る

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

備
蓄
用
食
料
の
管
理
は
ど
う

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
と
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
用
の
粉
ミ
ル
ク

や
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
は
、
特

定
原
材
料
エ
ビ
・
カ
ニ
・
小

麦
・
卵
な
ど
27
品
目
を
使
用

し
て
い
な
い
も
の
を
選
ん
で

い
る
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
備
蓄

食
料
の
賞
味
期
間
は
概
ね
５

年
間
以
上
だ
が
、
目
安
と
し

て
賞
味
期
限
の
残
り
１
年
半

と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
支
援
と
し
て
提
供
、

ま
た
、
自
主
防
災
訓
練
を
行

わ
れ
る
地
区
に
配
布
し
、
そ

の
分
を
新
た
に
購
入
す
る
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

気
候
変
動
な
ど
に
よ

り
想
定
を
超
え
る
災
害
が
毎

年
起
き
て
い
る
。
何
よ
り
も

住
民
の
命
を
守
り
、
必
要
な

所
に
必
要
な
も
の
が
い
ち
早

く
届
く
よ
う
、
今
後
も
力
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

上・下赤坂城跡と棚田駐車場にトイレの
設置を

費用対効果から必要ない

棚田駐車場

備蓄品

徳丸初美議員

6



一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

公共施設の老朽化対策は

全ての見直しを進める予定

　
村
で
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
よ
り
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
３
月
に
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
が
改
訂

さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　

庁
内
に
公
共
施
設
の
計

画
的
な
整
備
と
将
来
需
要
を

見
直
し
た
施
設
の
適
正
配
置

を
検
討
す
る
「（
仮
称
）
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討

会
」
を
設
置
す
る
予
定
に
し

て
い
る
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
く
中
、
公
共
施

設
等
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
後
、
個
別
施
設
計
画

の
策
定
状
況
と
検
討
会
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

令
和
３
年
２
月
に
役
場

周
辺
施
設
を
対
象
と
し
た
公

共
建
築
物
個
別
施
設
計
画
、

体
育
施
設
、
給
食
セ
ン
タ
ー

を
対
象
と
し
た
公
共
建
築
物

個
別
施
設
計
画
、
そ
の
他
道

路
や
橋
梁
、
下
水
道
を
対
象

と
し
た
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
未
策
定
施
設
の
計

画
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に

全
て
の
個
別
施
設
計
画
の
見

直
し
を
進
め
る
予
定
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
が
進
む
中
、
公
共

施
設
の
影
響
は
大
き
い
。

　
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

中
学
校
付
近
急
カ
ー

ブ
の
改
良
工
事
の
進

捗
状
況
は

　
森
屋
か
ら
、
げ
ん
き
こ

ど
も
園
・
中
学
校
・
下
東
阪

の
間
の
路
面
表
示
や
支
障
木

の
伐
採
な
ど
は
、
今
年
１
月

に
安
全
対
策
を
講
じ
て
も

ら
っ
た
。

　
中
学
校
付
近
の
急
カ
ー
ブ

が
連
続
す
る
箇
所
の
改
良
工

事
は
、
大
阪
府
と
の
協
議
な

ど
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

中
学
校
付
近
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
前
か
ら
大

阪
府
に
道
路
改
良
の
要
望
を

し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
警
察
な
ど
関

係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
。

　
中
学
校
付
近
は
、
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
中

学
校
敷
地
の
災
害
箇
所
に
つ

い
て
は
、
土
の
う
を
積
み
上

げ
た
ま
ま
２
年
以
上
放
置
さ

れ
て
い
る
。

　

復
旧
工
事
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

中
学
校
の
土
の
う
設
置

箇
所
に
つ
い
て
は
、
府
道
の

改
良
工
事
と
併
せ
て
対
応
し

て
い
く
。

　

ま
た
大
阪
府
に
対
し
て
早

期
に
工
事
着
手
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
く
。

　

中
学
校
付
近
だ
け
で

な
く
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。

　
関
係
機
関
に
し
っ
か
り
と

働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

村道中学前支線

新庁舎建設

藤浦 稔議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
影
響
で
、
食
料

品
・
日
用
品
・
光
熱
費
、
全

て
が
値
上
が
り
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
６
月
か
ら
は
基
礎

年
金
の
支
給
が
減
額
さ
れ
る

等
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出

る
と
思
わ
れ
る
。

　
政
府
も
緊
急
対
策
と
し
て

補
助
金
を
支
出
す
る
よ
う
だ

が
、
本
村
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　

令
和
４
年
４
月
26
日
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に

関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
に
お

い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
き
め

細
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
の
拡
大
を
さ
れ
た
。

交
付
金
の
活
用
を
検
討
す

る
。　

コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
影
響
は
全
世
代

に
及
ん
で
い
る
。
国
か
ら
の

補
助
金
を
柔
軟
に
活
用
し
、

年
齢
・
性
別
・
子
ど
も
の
有

無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
分
断

の
な
い
支
援
を
要
望
す
る
。

食
料
品
の
値
上
げ
に
よ

る
給
食
へ
の
影
響
は

　
本
村
は
栄
養
教
諭
の
創

意
工
夫
で
安
価
で
良
質
な
給

食
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、左
記
の
と
お
り
伺
う
。

①�

今
後
も
物
価
上
昇
が
続
く

中
で
の
給
食
の
品
質
維
持

に
つ
い
て

②�

本
村
の
農
家
へ
の
生
産
物

提
供
依
頼
の
状
況
に
つ
い

て
　

①
は
、
食
材
高
騰
に
対

応
す
る
た
め
に
デ
ザ
ー
ト
を

手
作
り
す
る
こ
と
や
、
地
場

産
を
で
き
る
だ
け
多
く
取
り

入
れ
、
食
材
料
費
を
抑
え
な

が
ら
、
質
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。
②
は
、
従
前
か
ら
村

内
産
及
び
河
南
産
の
野
菜
・

果
物
を
使
用
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
地
場
産
食
材
の

使
用
率
を
高
め
、
お
い
し
い

給
食
の
提
供
に
努
め
る
。

　
子
ど
も
の
心
と
体
の

成
長
の
た
め
に
も
、
現
状
の

質
の
良
い
給
食
が
提
供
さ
れ

る
体
制
作
り
を
お
願
い
す

る
。本

村
の
遊
休
農
地

対
策
に
つ
い
て

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
、
傾
斜
地
の
営
農

条
件
の
悪
さ
に
よ
っ
て
、
村

内
の
遊
休
農
地
が
増
加
し
て

い
る
。
本
村
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　

所
有
者
が
耕
作
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
公
的
機
関

の
農
地
中
間
管
理
機
構
で
あ

る
一
般
財
団
法
人
大
阪
府
み

ど
り
公
社
に
貸
付
申
し
出
を

す
る
よ
う
促
し
、
併
せ
て
農

地
を
探
し
て
い
る
農
家
に

は
、
こ
の
機
関
の
利
用
を
促

し
て
い
る
。

　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
周
辺

等
で
家
庭
菜
園
的
な
耕
作
を

み
か
け
る
が
、
農
地
中
間
管

理
事
業
を
活
用
し
て
い
る
の

か
。

　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
周
辺

物価高騰による生活支援は

交付金の活用を検討していく

等
農
地
に
つ
い
て
は
、
耕
作

放
棄
地
な
ど
、
農
地
の
現
況

の
把
握
を
し
て
い
る
が
、
適

正
な
農
地
の
貸
借
が
な
さ
れ

て
い
な
い
場
合
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
公
的
機
関
を
通
し
て
い

な
い
貸
借
の
状
況
の
ま
ま
で

い
い
の
か
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の

メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
活
用

を
促
し
て
い
く
。

　
遊
休
農
地
を
増
や
さ

な
い
た
め
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
た
適
正
な
貸

借
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

本村の農地中間管理事業の活用数

令和２年度 　9筆

令和３年度 　２４筆

令和４年度 ７筆

	
※　令和４年度は5月時点での数字です。
※　筆＝農地の数です。

服部幸令議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

聞くだけスクールカウンセラー問題視

相談の多くが好転している

　

２
０
２
２
年
４
月
30
日

の
新
聞
に
『
聞
く
だ
け
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
問
題

視
』
の
記
事
の
掲
載
が
あ
っ

た
。

　
記
事
内
容
は
「
不
登
校
な

ど
を
防
ぐ
た
め
児
童
生
徒
ら

の
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
担

う
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
つ
い
て
文
部
科
学
省
が
２

月
、
課
題
解
決
に
向
け
て
保

護
者
ら
に
助
言
を
す
る
よ
う

都
道
府
県
教
委
に
求
め
て
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
保
護

者
の
話
を
聞
く
だ
け
で
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
な
か
っ
た
り
、

教
員
と
情
報
共
有
を
し
な

か
っ
た
り
す
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
存
在
が
不
登

校
の
専
門
家
か
ら
も
問
題
視

さ
れ
て
い
た
。」

　
現
在
、
日
本
に
は
文
部
科

学
省
の
調
査
で
令
和
２
年
度

の
不
登
校
の
小
中
学
生
は

１
９
万
６
１
２
７
人
と
過
去

最
多
を
更
新
し
て
い
る
。

①　
村
担
当
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
は
、
熱
心

に
活
動
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
現
状
の
活
動
に
つ
い

て
問
う
。　

②　
現
在
の
小
中
学
生
に
お

け
る
不
登
校
の
人
数
と
、
令

和
３
年
度
千
早
赤
阪
村
小
中

学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
相
談
件
数
と
実

績
を
問
う
。

③　
今
回
の
質
問
の
テ
ー
マ

と
は
直
接
関
係
無
い
が
、
学

校
の
授
業
内
容
に
よ
り
児
童

生
徒
が
内
容
に
興
味
を
持

ち
、
楽
し
い
と
思
う
授
業
に

な
れ
ば
、
不
登
校
生
の
減
に

も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
年
度
に
お
け
る
小
中
学

校
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
何
点
か
具
体
例
を
問

う
。

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、

大
阪
府
公
立
学
校
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
を

活
用
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
１
名
を
任
用
し
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
児
童
生
徒
の
心
の

ケ
ア
や
保
護
者
等
の
悩
み
の

相
談
、
教
職
員
へ
の
助
言
・

援
助
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

村
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
年
間
42
日
間
、
緊

急
支
援
枠
と
し
て
９
日
間
、

計
51
日
間
の
勤
務
体
制
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度

の
相
談
実
績
は
延
べ
39
名
、

令
和
３
年
度
の
相
談
実
績

は
、
延
べ
75
名
。
相
談
の
多

く
が
好
転
し
た
と
い
う
報
告

を
受
け
て
い
る
。
内
容
と
し

て
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
、

友
人
関
係
、
心
身
の
健
康
に

つ
い
て
の
相
談
が
多
く
、
連

携
の
た
め
の
会
議
等
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
で
、
学
校
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
教
育
課
、
福
祉
課
等

で
情
報
共
有
を
密
に
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
在
の
村
立
小
中

学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
４
名
で
、
そ
の
内

３
名
は
千
早
赤
阪
村
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
（
く
す
の
き

ル
ー
ム
）
に
通
っ
て
い
る
。

今
後
も
各
校
で
丁
寧
に
対
応

す
る
。

　

次
に
、
今
年
度
の
小
中
学

校
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
千
早
赤
阪
村

郷
土
学
」
を
小
中
学
校
で
導

入
す
る
。
千
早
赤
阪
村
の
歴

史
や
文
化
を
学
び
、
郷
土
を

知
り
、
愛
し
、
誇
り
を
も
っ

て
語
れ
る
子
ど
も
の
育
成
を

め
ざ
す
。
２
学
期
か
ら
は
、

授
業
の
中
で
郷
土
の
人
物
で

あ
る
例
え
ば
、
楠
木
正
成
公

に
関
す
る
歴
史
学
習
を
進
め

る
予
定
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
配
布

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
授
業
で
の
さ
ら
な
る
活
用

を
、
情
報
教
育
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
指
導
助
言
等

を
受
け
、
行
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
元

気
に
明
る
く
学
校
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
要

望
す
る
。

千早小吹台小学校赤阪小学校

平田常信議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
富
田
林
高
等
学
校
分
校

跡
地
に
つ
い
て
は
活
用
さ
れ

ず
放
置
さ
れ
て
い
る
。
現
状

と
問
題
点
、
今
後
の
対
応
を

伺
う
。

　

売
却
に
向
け
て
境
界
画

定
作
業
等
進
め
て
い
る
が
、

条
件
整
理
が
整
わ
な
い
。

　

引
き
続
き
進
め
る
が
そ
の

間
に
お
い
て
も
活
用
出
来
う

と
し
、「
村
民
と
事
業
者
と

の
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築

に
努
め
る
も
の
」
と
あ
り
、

問
題
が
生
じ
る
前
に
対
応
は

出
来
な
い
か
。

　

村
環
境
条
例
で
は
特
定

事
業
者
に
対
し
、
住
民
説
明

会
や
意
見
交
換
会
で
近
隣
の

理
解
を
得
る
よ
う
に
規
定
。

法
令
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

　
規
定
は
あ
る
が
強
制
力

は
な
い
。
言
葉
や
文
化
風
習

等
は
簡
単
に
融
和
で
き
な

い
。
継
続
的
な
努
力
が
必
要

だ
、
条
例
に
も
村
の
取
り
組

み
を
促
す
条
項
が
あ
る
、
法

令
に
基
づ
き
適
正
に
き
め
細

か
に
対
応
を
望
む
。

　

そ
の
よ
う
に
認
識
す

る
。
一
昨
年
は
外
国
人
の
人

権
に
つ
い
て
パ
ン
フ
も
作
成

し
た
。
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
を
進
め
、
き

め
細
か
な
対
応
に
努
め
る
。

　
常
に
当
事
者
の
立
場

で
対
応
し
、「
難
し
い
」
の

一
言
で
済
ま
せ
ず
、
挑
戦
し

て
欲
し
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
勧
奨
に
つ
い
て

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
女
性

の
子
宮
入
口
に
出
来
る
「
が

ん
」、
２
０
１
３
年
に
定
期

接
種
と
な
っ
た
が
副
反
応
の

疑
い
が
報
告
さ
れ
、
積
極
的

勧
奨
を
中
止
し
た
が
、
昨
年

再
開
が
決
ま
り
、
空
白
期
間

の
未
接
種
者
に
対
し
対
策
が

施
さ
れ
、
村
で
も
実
施
さ
れ

る
、
内
容
を
伺
う
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
令

和
７
年
３
月
ま
で
の
３
年
間

「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」

を
実
施
。
個
別
通
知
等
を
行

う
。

　
無
料

な
の
か
、

対
象
人
数

は
。

　

無
料

で
１
２
４

人
が
対

象
。

　
個
別

通
知
は
い

つ
頃
か
。

　

７
月

上
旬
に
通
知
を
送
付
す
る
。

　
希
望
者
の
申
し
込
み
手

順
は
。

　

手
続
き
は
不
要
。

　
対
象
年
令
外
の
接
種
費

用
は
。

　

富
田
林
医
師
会
管
内
は

１
万
６
６
６
５
円
。

　
積
極
的
勧
奨
の
休
止
期

間
中
に
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て

対
象
の
ワ
ク
チ
ン
を
自
費
で

受
け
た
方
の
助
成
は
無
い
の

か
。

　

確
認
で
き
れ
ば
助
成
対

象
に
な
る
。

　
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

な
対
応
を
願
う
。

富田林高等学校分校跡地の利活用は

普通財産の貸し付けを想定

る
方
策
を
検
討
す
る
。

　
具
体
的
な
手
法
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　

一
定
の
条
件
を
付
し

た
、
一
般
公
募
の
普
通
貸
し

付
け
を
想
定
。
地
元
調
整
や

条
件
整
理
を
早
急
に
進
め
た

い
。　

遊
休
財
産
の
有
効
活

用
の
観
点
か
ら
、
有
効
に
貸

し
付
け
て
積
極
的
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
。

村
内
新
規
事
業
者

へ
の
対
応

　
村
内
で
事
業
を
さ
れ
る

外
国
人
の
事
業

者
が
増
え
て
い

る
。
騒
音
や
臭

い
等
で
苦
情
が

出
る
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
、

言
葉
の
壁
等
で

問
題
が
大
き
く

な
る
よ
う
に
感

じ
る
。
村
に
は

環
境
条
例
が
あ

り
、
村
の
責
務

富田林高校千早赤阪分校跡

井上浩一議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
「
属
人
化
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
特

定
の
人
し
か
業
務
の
や
り
方

が
分
か
ら
な
い
状
態
』
を
意

味
す
る
。

　

本
村
で
も
人
事
異
動
の

際
、
多
く
の
事
務
を
短
時
間

で
引
き
継
ぐ
こ
と
は
極
め
て

属
人
化
し
て
い
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
。

　
数
ヶ
月
に
わ
た
り
事
務

が
放
置
、
住
民
か
ら
苦
情
も

あ
る
。
そ
こ
に
問
題
は
な
い

か
。

　

事
務
の
放
置
は
職
員
個

人
の
資
質
の
問
題
も
あ
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り

も
完
了
し
て
い
な
い
し
、
朝

礼
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
職
員
個
人
の
資

質
の
問
題
に
す
る
の
で
は
な

く
、
組
織
と
し
て
情
報
共
有

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
し

て
ほ
し
い
。

阿
武
町
４
６
３
０
万
円
誤

振
込
問
題
に
つ
い
て

　
阿
武
町
に
は
本
村
と
の

類
似
点
が
多
い
。
同
様
の
問

題
が
本
村
で
も
起
こ
っ
て
い

る
の
で
は
。

　

給
付
金
の
振
込
に
あ

た
っ
て
、
本
村
で
は
振
込
先

の
間
違
い
や
二
重
振
込
は
な

か
っ
た
。

　
振
込
手
続
き
は
。

　

指
定
金
融
機
関
の
伝
送

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
複
数
職
員
で
送
信

内
容
を
確
認
し
て
い
る
。

　
今
後
も
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
業
務
遂
行
し
て
ほ

し
い
。

今
後
の
小
学
校
の

あ
り
方
は

　
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
く
予
定
は
。

　

本
年
５
月
の
推
計
に
よ

る
と
、令
和
７
年
度
に
学
校
・

保
護
者
・
地
域
住
民
と
の
協

議
の
場
を
設
け
る
予
定
と
し

て
い
る
。
本
年
度
か
ら
統
合

上
旬
に
通
知
を
送
付
す
る
。

　
希
望
者
の
申
し
込
み
手

順
は
。

　

手
続
き
は
不
要
。

　
対
象
年
令
外
の
接
種
費

用
は
。

　

富
田
林
医
師
会
管
内
は

１
万
６
６
６
５
円
。

　
積
極
的
勧
奨
の
休
止
期

間
中
に
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て

対
象
の
ワ
ク
チ
ン
を
自
費
で

受
け
た
方
の
助
成
は
無
い
の

か
。

　

確
認
で
き
れ
ば
助
成
対

象
に
な
る
。

　
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

な
対
応
を
願
う
。

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
整
理
し
、
準
備
を
進
め
て

い
く
。

　
統
合
を
前
提
と
し
た
協

議
に
な
る
の
か
。

　

統
合
あ
り
き
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
市
町
村
の
枠
組
み
を
超

え
た
学
校
の
統
合
は
可
能

か
。

　

学
校
教
育
法
で
は
規
定

さ
れ
て
い
な
い
。

　

学
校
の
統
合
に
は
、

村
財
政
や
建
物
の
老
朽
化
の

問
題
な
ど
も
関
係
し
て
く

る
。
総
合
的
な
判
断
が
行
え

る
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

属人化からの脱却を

属人化しているとは考えていない

難
し
く
、
重
要
な
情
報
が

度
々
消
失
し
て
き
た
。
ま
た

新
た
に
担
当
す
る
職
員
に
し

て
も
詳
細
が
わ
か
ら
ぬ
ま
ま

業
務
を
進
め
ざ
る
を
え
ず
、

そ
れ
が
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の

一
因
と
な
っ
て
い
る
面
も
あ

る
。

　
属
人
化
に
対
す
る
村
長
の

考
え
は
。

　

属
人
化
し
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
現
に
属
人
化
に
起
因
す

る
問
題
は
こ
れ
ま
で
数
多
く

発
生
し
て
き
て
い
る
。

　

村
と
し
て
継
続
的
に
事

務
を
遂
行
で
き
て
い
る
の
で

赤阪小学校

長時間労働につながりやすい職場慣行

0 5 10 15 20 25 30

業務の属人化

時間管理意識の低さ

業務効率の悪さ

業務の標準化不足

27.3%

21.7%

18.5%

13.7%

日本経済団体連合会 1997 より抜粋

多くの企業で業務の属人化が課題となっている

田村 陽議員
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こ
の
季
節
、
神
社
仏
閣
・
公
園
・

道
路
端
な
ど
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も

「
あ
じ
さ
い
」
が
き
れ
い
な
花
を

つ
け
美
し
く
咲
い
て
い
る
の
を
見

か
け
る
。

　

朝
露
を
受
け
て
輝
く
花
を
見
る

た
び
に
心
が
癒
や
さ
れ
る
が
、
こ

う
し
た
感
想
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
も
年
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

　

年
と
い
え
ば
、
我
が
村
で
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
大
き
な
課

題
が
山
積
み
の
中
、
い
よ
い
よ
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
う
な
れ
ば
当
然
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
も
増
え
る
こ
と
に
な
る

が
、そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の
が「
買

い
物
難
民
」
の
増
加
で
あ
る
。

　

元
気
な
う
ち
は
誰
し
も
ま
さ
か

自
分
が
一
人
で
買
い
物
に
行
け
な

く
な
る
な
ど
と
は
思
わ
な
い
も
の

だ
。
自
分
の
未
来
を
冷
静
に
予
想

す
る
の
は
誰
だ
っ
て
難
し
い
も
の

で
あ
る
。

　

だ
が
、
政
府
も
そ
う
で
あ
っ
て

は
困
る
。
目
先
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
孫
の
代
に
つ
け
を
残
す
こ
と

の
な
い
よ
う
先
を
見
据
え
た
政
策

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
思

う
の
は
き
っ
と
私
だ
け
で
は
な
い

は
ず
だ
と
思
う
が
、
み
な
さ
ん
の

お
考
え
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｆ
）

広報編集委員会

委員長　　井上浩一	 副委員長　田村　陽

委員　　　徳丸初美	 委員　　　平田常信

議長　　　千福清英

　

６
月
２
日
、
げ
ん
き
こ
ど
も
園
を
視

察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
視
察
を
要
望
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
り
、
な
か
な
か
希
望
が
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

視
察
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
汗
ば

む
陽
気
で
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
こ
ど

も
園
の
玄
関
で
は
、
こ
れ
か
ら
園
児
た

ち
が
使
用
す
る
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
の
準

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

園
内
で
は
、
軒
下
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊

び
を
し
た
り
、
教
室
で
お
遊
戯
を
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

増
築
さ
れ
た
施
設
で
は
、
園
児
が
保

育
士
さ
ん
に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
子
も
良
く
食

べ
て
元
気
に
育
っ
て
い
る
姿
が
、
本
当

に
微
笑
ま
し
く
思
え
ま
し
た
。

　

園
内
外
の
施
設
を
拝
見
し
て
、
園
児

た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

千
早
赤
阪
村
で
は
、
人
口
減
少
に
と

も
な
い
子
ど
も
の
人
数
も
減
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
子
育
て
を
す
る
に
は
、
自

然
豊
か
な
本
村
は
良
い
環
境
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
施
設
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
続
け

ら
れ
る
村
に
な
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

次回定例会の予定
9月 2日㈮から9月16日㈮です。
9月 2日　本会議　初日	 午前10時
9月 6日　決算特別委員会	 午前10時
9月 8日　文教建設常任委員会	午前10時
9月 9日　総務民生常任委員会	午前10時
9月16日　本会議 最終日（一般質問）午前10時

上記日程はコロナウイルスの状況により
変更になる場合があり傍聴についても
お断りすることがあります。

議会事務局　☎0721－26－7168
議会事務局は保健センター２階
議場は３階集団指導室兼議場

園庭

保育風景

千
早
赤
阪
村
議
会
だ
よ
り
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
8
月
１
日
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議会を傍聴
しませんか？
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